
新座市畑中２丁目地内～新座市野寺４丁目地内

平成２９年１１月

新座市立八石小学校 体育館
新座市立陣屋小学校 体育館

埼玉県朝霞県土整備事務所

①



◇ 開会

◇ 挨拶

◇ 職員紹介

◇ 説明
・ 路線概要
・ これまでの経緯及び保谷朝霞線の必要性
・ 各種検討概要
・ 整備方針
・ 今後のスケジュール

◇ 質疑応答

◇ 閉会

②



新座市全体図新座都市計画道路３・４・１保谷朝霞線は、
全区間が新座市内に位置し、畑中２丁目から
野寺４丁目を通過する広域幹線道路です。
起点側では、都市計画道路黒目川通線、
終点側では都市計画道路調布保谷線と接続します。

◇ 名称
新座都市計画道路３・４・１保谷朝霞線
◇ 当初決定
昭和４３年１０月２８日（建設省告示第３２１１号）
◇ 最終決定
昭和４７年４月２５日（埼玉県告示第６９８号）
◇ 起点
新座市畑中２丁目（国道２５４号交差部）
◇ 終点
新座市野寺４丁目（練馬所沢線交差部）
◇ 延長

約４，４４０m
◇ 幅員
２０m（現在の都市計画決定幅）

③

黒目川通線

調布保谷線

起点

終点



④

◇ 平成１９年度説明会について

都県境から産業道路までの都市計画変更案の
作成過程において、住民の皆さまに計画概要を
説明し、意見を聞くため、説明会を開催。

・ 名称
新座都市計画道路３・４・１号
保谷・朝霞線に係る説明会

・ 日時
平成１９年１２月２０日（木）１９時～
平成１９年１２月２３日（日）１０時～

・ 説明会対象者
都県境～産業道路

・ 会場
新座市立八石小学校 体育館

・ 説明内容
保谷朝霞線の整備方針及び線形の考え方
環境調査結果
道路予備設計の概要
今後のスケジュール 等

・ 資料等
道路平面・縦横断図（都県境～産業道路）

◇ 平成２６年度説明会について

都市計画道路の必要性・効果及び整備方針を
説明し、意見を聞くため、説明会を開催。

・ 名称
新座都市計画道路３・４・１
保谷朝霞線 説明会

・ 日時
平成２６年７月２７日（日）１０時～、１５時～
平成２６年７月２８日（月）１９時～
平成２６年７月２９日（火）１９時～

・ 説明会対象者

都県境～一般国道２５４号

・ 会場
新座市立八石小学校 体育館
新座市立陣屋小学校 体育館

・ 説明内容
保谷朝霞線の概要、効果及び必要性
都市計画変更の概要
今後のスケジュール 等

・ 資料等
広域幹線ネットワーク図、災害事例 等



⑤

①広域幹線道路としての必要性

・ 新座市内の広域幹線道路は、
東西方向に一般国道２５４号や関越自動車道が
整備されているが、南北方向の幹線道路整備は
遅れている。

・ 保谷朝霞線は、平成２７年８月に全線開通した
調布保谷線と接続し、埼玉県・東京都・神奈川県を
結ぶ広域的な幹線道路ネットワークを形成する。

保谷朝霞線



⑥

②周辺道路の渋滞緩和としての必要性
・ 新座市内の道路平均旅行速度は１９．８km/hと
埼玉県及び全国平均よりも遅い。（出典：平成27年度道路交通センサス）

・ 新座市内の主要渋滞箇所は、３区間・１１箇所
（一般国道２５４号・さいたま東村山線・保谷志木線 等）

（出典：首都圏渋滞ボトルネック対策協議会）

・ 保谷朝霞線を４車線整備することにより、
周辺道路の混雑緩和が期待できる。

保谷朝霞線４車線整備保谷朝霞線整備なし



③安心・安全面での必要性

・ 新座市内では、緊急輸送道路として計８路線が指定されて
いるが、市域の南東地域を結ぶ道路網が不足している。

・ 「阪神淡路大震災」発生時には、甚大な被害により、
消火活動が思うように進まない中、道路が延焼阻止
要因として機能を発揮した。

・ 現在の技術基準に適合させ、歩行者・自転車の安全性を
確保するためには、２７ｍの整備が必要である。

緊
急
輸
送
道
路

関越自動車道（市内全区間）
国道254号（和光市境～三芳町境）
国道463号（新座市中野～所沢市境）

国道254号（新座市中野～三芳町境）
さいたま東村山線[40]（新座市野火止～都境）
東京朝霞線[108]（朝霞市境～都境）

保谷志木線[36]（志木市境～朝霞市境）
保谷志木線[36]（朝霞市境～新座市畑中）

⑦

幅員２７m ４車線整備（一般部）

→ 保谷朝霞線は４車線・２７ｍでの整備が必要である。



⑧

◇ 平成２６年度説明会以降に実施した検討

保谷朝霞線 線形の検討（見直し）

・ 都県境～産業道路 ⇒ コントロールポイントの見直し

・ 産業道路～一般国道254号 ⇒ 重要構造物との交差構造を踏まえた
線形の見直し

各種重要構造物の検討

・ 地形の高低差箇所

・ 一級河川黒目川との交差箇所

・ 関越自動車道との交差箇所

・ 一般国道254号との交差箇所

一般国道254号との交差箇所

関越自動車道との交差箇所

一級河川黒目川との交差箇所

地形の高低差箇所

位 置 図



⑨

◇ 平成１９年度説明会にて示した線形の一部見直し

・ 平成１９年度説明会にて、都県境から産業道路までの平面図を提示。
・ 平成１９年度線形を一部見直しした。

拡幅方針

コントロール
ポイント

平成１９年度 線形
（都県境～産業道路）

平成２９年度 線形
（都県境～産業道路）

・均等拡幅を基本

・新座市立第五中学校

→ 地域防災計画に基づき、指定緊急避難場所
及び指定避難所に指定

→ 平成１５年度に耐震補強工事を実施（体育館）

その他
（都県境～

一般国道254号）

・均等拡幅を基本

・新座市立第五中学校
・鉄塔

→ 公共施設をコントロールポイントとした。

・一級河川黒目川との交差検討
・関越自動車道との交差検討

・一般国道２５４号との交差検討



地形の
高低差

箇所

⑩

都県境～保谷志木線

主要地方道
保谷志木線

市道第56-05号
（武野通り）

主要地方道
練馬所沢線

中沢第一雨水幹線
（蓋掛け水路）

新座市立第五中学校
体育館鉄塔

※ 各交差点の交差形状について、現在、関係機関と協議を実施しています。
今後、詳細設計及び関係機関との協議を行い、決定していきます。



⑪

保谷志木線～産業道路

産業道路 主要地方道
保谷志木線

※ 各交差点の交差形状について、現在、関係機関と協議を実施しています。
今後、詳細設計及び関係機関との協議を行い、決定していきます。



◇ 構造検討箇所

・ 構造検討は、
下記の４箇所で実施した。

① 地形の高低差箇所における構造

② 一級河川黒目川との交差箇所における構造

③ 関越自動車道との交差箇所における構造

④ 一般国道２５４号との交差箇所における構造

一般国道254号との交差箇所

関越自動車道との交差箇所

一級河川黒目川との交差箇所

地形の高低差箇所

⑫

位 置 図



⑬

① 地形の高低差箇所 における構造
・ 新座市野寺地内で、地形に約１１ｍの高低差がある。

・ 地形の状況、現況道路との接続を踏まえた計画道路の縦断勾配の設定
・ 切土部・盛土部の擁壁構造の選定
・ 切土部・盛土部の擁壁構造による都市計画決定幅への影響の検討

取組・検討内容

位 置 図

写真



① 地形の高低差箇所 における構造

⑭※ 上記の図はイメージであり、詳細は今後実施する道路設計の中で決定していきます。

地形の高低差箇所における、切土・盛土の擁壁構造のイメージ

イメージ図

位 置 図



② 一級河川黒目川との交差箇所 における構造
・ 新座市堀ノ内地内で、一級河川黒目川と交差する。

・ 基準に則した、黒目川と保谷朝霞線の交差角（６０度）を確保する平面線形の検討
・ 黒目川を横過する橋梁の構造検討

位 置 図

①

写真①

写真②

⑮

取組・検討内容

②



② 一級河川黒目川との交差箇所 における構造

基準に則した交差角を確保し、黒目川を横過するイメージ

※ 上記の図はイメージであり、詳細は今後実施する道路設計の中で決定していきます。

イメージ図

⑯

位 置 図



③ 関越自動車道との交差箇所 における構造
・ 新座市道場地内で、関越自動車道と交差する。

・ 関越自動車道との交差構造の検討（橋梁構造、掘割構造、トンネル構造）
・ 関越自動車道の構造物調査（橋台や橋脚の形状）
・ 交差部分の地質調査
・ 交差に伴う構造物離隔の検討（上り・下り線の一体構造、分離（セパレート）構造）

写真①

写真②

⑰

取組・検討内容

位 置 図

①

②



⑱

③ 関越自動車道との交差箇所 における構造

交差の構造を掘割構造、上り・下り線を分離（セパレート）構造としたイメージ

※ 上記の図はイメージであり、詳細は今後実施する道路設計の中で決定していきます。

イメージ図①

位 置 図

イメージ図②

①
②



④ 一般国道２５４号との交差箇所 における構造
・ 新座市畑中地内で、一般国道２５４号と交差する。

・ 一般国道２５４号に立体交差または平面交差させる道路の線形・構造の検討
（平面、縦断線形の設定） （構造物の設置、改修の検討） （施工方法の検討）

・ 単点測量（一般国道２５４号の道路高さ）

取組・検討内容

位 置 図

⑲

写真①

写真②

①

②



⑳

④ 一般国道２５４号との交差箇所 における構造

※ 線形は現時点における検討案であり、最終決定ではありません。
各構造にかかる詳細の線形・構造は、今後の検討、関係機関協議等により、決定していきます。

① 立体交差構造

… 一般国道２５４号と
立体交差する構造及び線形

② 平面交差構造

… 一般国道２５４号と
平面交差する構造及び線形

１
②



㉑

・ 保谷朝霞線全線（約４，４４０ｍ）を県が幅員２７ｍで整備します。

・ 産業道路以南（都県境～産業道路）を第１期区間と位置付け、先行して
事業に着手します。

・ 産業道路以北（産業道路～一般国道２５４号）は、
今後必要となる調査・検討・関係機関協議を実施し、産業道路以南の事業
進捗を踏まえ、引き続き事業に着手します。

埼玉県の整備方針

・ 産業道路以南を先行し、都市計画変更に向けた取組を進めます。

・ 産業道路以北（産業道路～一般国道２５４号）は、調整が整い次第、
都市計画変更に向けた取組を始めます。

取組

・ 全線の測量（路線測量）を順次、行います。
測量未実施区間を測量し、道路設計の精度を高める必要があります。
線形変更に伴い、再度、測量する必要があります。

今後の作業



㉒

路線測量

産業道路以南（都県境～産業道路） 産業道路以北（産業道路～一般国道２５４号）

道路詳細設計

都市計画変更説明会

都市計画変更手続き

事業認可取得

用地測量説明会・用地測量

道路予備設計

道路詳細設計

都市計画変更説明会

都市計画変更手続き

事業認可取得

用地測量説明会・用地測量物件調査・土地評価
用地の取得
道路工事

都市計画道路の完成
物件調査・土地評価

用地の取得
道路工事

都市計画道路の完成

おおむね
２～３年 おおむね

３～６年

説 明 会



◇ 測量・都市計画変更・道路計画・道路工事
今後のスケジュール等に関すること

埼玉県朝霞県土整備事務所 道路公園担当
〒３５１－００３３ 埼玉県朝霞市浜崎６７８
ＴＥＬ：０４８－４７１－４６６１（代表）
ＦＡＸ：０４８－４７１－４６６６

㉓


